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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窓枠内に建て込まれた障子を構成する戸先框を遮光するための戸先框用遮光部材であっ
て、
　前記戸先框は、
　室内側に配置された室内側戸先框と、
　室外側に配置された室外側戸先框と、
　前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、を備えるもの
であり、
　前記戸先框のうちの前記室外側戸先框、又は、前記窓枠のうちで前記障子を閉鎖位置に
移動させた際に前記戸先框が突き当てられる竪枠に取り付けられて、前記室外側戸先框を
室外側から覆うものであり、取付状態で、面内方向に関して前記障子の中央側に位置する
部分に、面外方向に関して室内側に向かうほど、面内方向に関して前記障子の中央側に向
かう方向に傾斜した傾斜面が設けられている、ことを特徴とする戸先框用遮光部材。
【請求項２】
　前記戸先框用遮光部材が、前記室外側戸先框に取り付けられるものであり、前記障子を
面内方向に移動させる際に手指を掛けるための引手部が設けられている、請求項１に記載
した戸先框用遮光部材。
【請求項３】
　窓枠と、前記窓枠内に建て込まれる障子とを備えた窓装置であって、
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　前記障子を構成する戸先框は、
　室内側に配置された室内側戸先框と、
　室外側に配置された室外側戸先框と、
　前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、を備えるもの
であり、
　前記室外側戸先框にこの室外側戸先框の室外側面を覆うように、請求項１～２のうちの
何れか１項に記載した戸先框用遮光部材が取り付けられていることを特徴とする窓装置。
【請求項４】
　窓枠と、前記窓枠に建て込まれる障子とを備えた窓装置であって、
　前記窓枠を構成する竪枠は、前記障子を閉鎖位置に移動させた際に、前記障子を構成す
る戸先框が突き当てられるものであり、
　前記戸先框は、
　室内側に配置された室内側戸先框と、
　室外側に配置された室外側戸先框と、
　前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、を備えるもの
であり、
　前記障子を閉鎖位置に移動させた際に前記室外側戸先框を室外側から覆うように、前記
竪枠に対し、請求項１に記載した戸先框用遮光部材が取り付けられていることを特徴とす
る窓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、窓枠内に建て込まれた障子を構成する戸先框を遮光するために利用する、戸
先框用遮光部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物躯体の開口部には、採光や換気などを目的として、窓装置を設けることが行われて
いる。このような窓装置を構成する窓枠の枠材や窓障子用の框材は、一般的にアルミニウ
ム合金から造られている。ただし、アルミニウム合金は熱伝導率が高いため、枠材や框材
の室内側部分の表面の温度は外気の温度に近くなり、そのままでは室内の冷暖房効果を損
なう可能性があるだけでなく、冬期に結露が生じて、床やカーテンなどを汚損する可能性
がある。
【０００３】
　このような事情に鑑みて、特開平１０－１８４１９９号公報には、枠材や框材を、アル
ミニウム合金製の室外側フレームと合成樹脂製の室内側フレームとを連結して構成する構
造が開示されている。このような従来構造の第１例では、室内側フレームを構成する合成
樹脂の熱伝導率が低いため、室内側フレームの温度を、外気の温度に拘らず一定に保ち易
くすることができる。このため、室内の冷暖房効果を向上させられるとともに、結露の発
生を防止できる。ただし、このような従来構造の第１例では、枠材や框材の全体をアルミ
ニウム合金製とした場合に比べて、耐久性や耐候性が低くなる。また、例えば窓装置の躯
体取り付け作業時には、溶接による火花の影響や傷などの配慮も必要になる。
【０００４】
　このような事情に鑑みて、特開平１０－１９６２２８号公報には、枠材や框材を、アル
ミニウム合金製の室外側フレーム及び室内側フレームと、これら室外側フレームと室内側
フレームとを連結する合成樹脂製の断熱材とから構成する構造が開示されている。このよ
うな従来構造の第２例では、室外側フレームと室内側フレームとの間には、熱伝導率が低
い合成樹脂製の断熱材が存在するため、これら室外側、室内側両フレーム同士の間での熱
伝達量が少なくなる。このため、室内側フレームの温度を、外気の温度に拘らず一定に保
ち易くすることができる。従って、室内の冷暖房効果を向上させられるとともに、結露の
発生を防止できる。また、室内側フレームを合成樹脂製とした場合に比べて、耐久性及び



(3) JP 6981845 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

耐候性の向上を図れる。さらに、窓装置の躯体取り付け作業時においても、溶接による火
花の影響や傷などの配慮も軽減される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１８４１９９号公報
【特許文献２】特開平１０－１９６２２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上述したような従来構造の第２例の構造では、障子を構成する室外側フレー
ムが、日射を受けることで長手方向に伸長し、反りを発生させる可能性がある。
【０００７】
　加えて、従来構造の第２例に関して、断熱性能のさらなる向上を図るために、窓枠内に
建て込まれる内障子と外障子との間で、それぞれの障子の断熱ライン（断熱材）の面外方
向に関する位置を、互いに近づける（外障子の断熱ラインを室内側に近づけ、内障子の断
熱ラインを室外側に近づける）ことが考えられる。ところが、このような構成を採用した
場合、次のような問題を生じる可能性がある。
　すなわち、内障子に関して断熱ラインを室外側に近づけるためには、内障子を構成する
戸先框を、面外方向に関する寸法の大きいホロー形材の室内側戸先框と、面外方向の寸法
の小さいソリッド形材の室外側戸先框とを、断熱材により面外方向に連結することにより
構成することが考えられる。ところが、このような構成を採用した場合、内障子を構成す
る戸先框の室外側部分が、ソリッド形材の室外側戸先框により構成されるため、日射を受
けることで長手方向に伸長し、ホロー形材に比べて反りを発生し易くなるとともに、その
反り量が大きくなる。この結果、内障子の開閉動作がスムーズに行えなくなる可能性があ
る。
【０００８】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたもので、その目的は、障子を構成する
戸先框に、日射に起因した反りが発生することを防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の戸先框用遮光部材は、窓枠内に建て込まれた障子を構成する戸先框を遮光する
ために用いる。
　前記戸先框は、室内側に配置された室内側戸先框と、室外側に配置された室外側戸先框
と、前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、を備える。
　そして、本発明の戸先框用遮光部材にあっては、前記戸先框のうちの前記室外側戸先框
、又は、前記窓枠のうちで前記障子を閉鎖位置に移動させた際に前記戸先框が突き当てら
れる竪枠に取り付けられて、前記室外側戸先框を室外側から覆う。
【００１０】
　本発明の戸先框用遮光部材は、前記戸先框用遮光部材の取付状態で、面内方向に関して
前記障子の中央側に位置する部分に、面外方向に関して室内側に向かうほど、面内方向に
関して前記障子の中央側に向かう方向に傾斜した傾斜面を設けている。
　また、前記戸先框用遮光部材を、前記室外側戸先框に取り付ける場合には、前記障子を
面内方向に移動させる際に手指を掛けるための引手部をさらに設けることができる。
　さらに、前記戸先框用遮光部材として、アルミニウム合金の押出型材製で、中空部を有
する断面筒状のものを使用することができる。
【００１１】
　本発明の窓装置は、窓枠と、前記窓枠内に建て込まれる障子とを備えるものであり、前
記障子を構成する戸先框は、室内側に配置された室内側戸先框と、室外側に配置された室
外側戸先框と、前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、
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を備えている。
　そして、本発明の窓装置にあっては、前記室外側戸先框に、この室外側戸先框の室外側
面を覆うように、本発明の戸先框用遮光部材を取り付けている。
【００１２】
　本発明の窓装置は、窓枠と、前記窓枠内に建て込まれる障子とを備えるものであり、前
記窓枠を構成する竪枠は、前記障子を閉鎖位置に移動させた際に、前記障子を構成する戸
先框が突き当てられるものである。
　また、前記戸先框は、室内側に配置された室内側戸先框と、室外側に配置された室外側
戸先框と、前記室内側戸先框と前記室外側戸先框とを面外方向に連結する断熱材と、を備
えるものである。
　そして、本発明の窓装置にあっては、前記内障子を閉鎖位置に移動させた際に前記室外
側戸先框を室外側から覆うように、前記竪枠に対し、本発明の戸先框用遮光部材を取り付
けている。
【００１３】
　何れの発明を実施する場合にも、前記戸先框用遮光部材、前記室内側戸先框及び前記室
外側戸先框をそれぞれ、アルミニウム合金製とすることができる。
　アルミニウム合金としては、例えば、Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５材（ＪＩＳ Ｈ ４１００）、
すなわち、０．２０～０．６重量％のＳｉと、０．３５重量％以下のＦｅと、０．１０重
量％以下のＣｕと、０．１０重量％以下のＭｎと、０．４５～０．９重量％のＭｇと、０
．１０重量％以下のＣｒと、０．１０重量％以下のＺｎと、０．１０重量％以下のＴｉと
、個々が０．０５重量％以下で合計が０．１５重量％以下の不可避不純物とを含み、残り
をＡｌとしたものを、好ましく使用できる。
　また、前記断熱材として、例えばポリアミド６（ナイロン６）などの合成樹脂製で、帯
状（板状）のものを使用することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、戸先框用遮光部材により、室外側戸先框を遮光することができるため
、障子を構成する戸先框に日射に起因した反りが発生することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態の第１例に係る窓装置を室外側から見た模式図であ
る。
【図２】図２は、実施の形態の第１例に係る窓装置の面内方向片側半部における縦断面図
である。
【図３】図３は、実施の形態の第１例に係る窓装置の横断面図である。
【図４】図４は、実施の形態の第１例を示す、図３の右端部拡大図である。
【図５】図５は、実施の形態の第１例に係る窓装置から戸先框用遮光部材を取り出して示
す斜視図である。
【図６】図６は、実施の形態の第１例に関して、戸先框用遮光部材の取付手順を説明する
ために示す図である。
【図７】図７は、実施の形態の第２例に係る窓装置を示す、図３に相当する横断面図であ
る。
【図８】図８は、実施の形態の第２例を示す、図７の右端部拡大図である。
【図９】図９は、実施の形態の第２例に係る窓装置から戸先框用遮光部材を取り出して示
す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
［実施の形態の第１例］
　実施の形態の第１例について、図１～図６を参照して説明する。
　本例は、庭やベランダなどの外部への出入りを想定したテラスタイプの引き違い式の窓
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装置１に、本発明を適用した場合を示している。窓装置１は、矩形枠状の窓枠２と、窓枠
２の内側に面内方向（窓枠２の幅方向、水平方向）に関する移動可能に建て込まれた外障
子３及び内障子４とを備えている。
【００１７】
　窓枠２は、面内方向に配置されて上辺を構成する上枠５と、同じく面内方向に配置され
て下辺を構成する下枠６と、鉛直方向に配置されて左右の縦辺を構成する１対の竪枠７ａ
、７ｂとを備えている。そして、上枠５及び下枠６の面内方向両端部と１対の竪枠７ａ、
７ｂの上下方向両端部とを、それぞれタッピングねじなどを用いて連結することにより、
窓枠２を矩形枠（角部が直角状である四角枠）状に構成している。
【００１８】
　本例では、窓装置１の断熱性能を高めるべく、窓枠２の面外方向中間部に、複数の断熱
材８ａ１（８ａ２）～８ｄ１（８ｄ２）により構成される、矩形枠状の枠側断熱ライン９
を設けている。このために、上枠５、下枠６、及び、１対の竪枠７ａ、７ｂのそれぞれを
、アルミニウム合金製の室外側フレーム（室外側枠材）及び室内側フレーム（室内側枠材
）を、合成樹脂製の断熱材によって面外方向に連結した連結構造としている。
【００１９】
　アルミニウム合金としては、例えば、Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５材（ＪＩＳ Ｈ ４１００）、
すなわち、０．２０～０．６重量％のＳｉと、０．３５重量％以下のＦｅと、０．１０重
量％以下のＣｕと、０．１０重量％以下のＭｎと、０．４５～０．９重量％のＭｇと、０
．１０重量％以下のＣｒと、０．１０重量％以下のＺｎと、０．１０重量％以下のＴｉと
、個々が０．０５重量％以下で合計が０．１５重量％以下の不可避不純物とを含み、残り
をＡｌとしたものを、好ましく使用できる。また、断熱材８ａ１（８ａ２）～８ｄ１（８
ｄ２）を構成する合成樹脂としては、ポリアミド６（ナイロン６）や、これにガラス繊維
を含有したものなどを利用できる。
　次に、窓枠２を構成する枠材ごとに、構造を具体的に説明する。
【００２０】
［上枠５の構造］
　上枠５は、窓枠２の上辺を構成し、面内方向（図１及び図３の左右方向、図２の表裏方
向）に配置されている。上枠５は、図２に示したように、それぞれがアルミニウム合金製
である、室外側に配置された室外側上枠１０及び室内側に配置された室内側上枠１１を、
上下方向に離隔する状態で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状（板状）の１対の
断熱材８ａ１、８ａ２により、面外方向（図１の表裏方向、図２の左右方向、図３の上下
方向）に連結することにより構成されている。
【００２１】
　このために、面外方向に対向する室外側上枠１０の室内側面と室内側上枠１１の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝１２ａ、１２ｂを形成している。そし
て、断熱材８ａ１、８ａ２のそれぞれの幅方向（面外方向）両端部を、互いに整合する位
置に設けられた係止凹溝１２ａ、１２ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝１２
ａ、１２ｂの上下方向幅を縮める（かしめる）ことで、室外側上枠１０と室内側上枠１１
とを断熱材８ａ１、８ａ２を介して連結している。本例では、室外側上枠１０、室内側上
枠１１及び１対の断熱材８ａ１、８ａ２が、上枠５の全長にわたり設けられている。
【００２２】
　室外側上枠１０には、外障子３の上辺を案内するための上部外レール１３が設けられて
いる。これに対し、室内側上枠１１には、内障子４の上辺を案内するための上部内レール
１４が設けられている。
【００２３】
　１対の断熱材８ａ１、８ａ２は、上枠５の面外方向中央部に位置しており、かつ、外障
子３及び内障子４の上方（面外方向に関して外障子３及び内障子４とそれぞれ整合する部
分）に配置されている。１対の断熱材８ａ１、８ａ２の間には、スポンジ状の発泡ポリエ
チレン１５が配置されている。
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【００２４】
　上部外レール１３と上部内レール１４との間部分には、下方に位置する断熱材８ａ１を
下方から覆うように、上枠カバー１６が配置されている。上枠カバー１６は、硬質の塩化
ビニル（ＰＶＣ）製で、断面略Ｔ字形に構成されており、上枠５の下面に支持されている
。具体的には、上枠カバー１６は、その室外側端部を室外側上枠１０の下面に形成された
係合溝１０ａに係合させるとともに、その室内側端部を室内側上枠１１の下面に対して下
方からねじ１７で固定することで、上枠５に支持されている。本例では、上枠カバー１６
の下端部が、面外方向に関して、外障子３の上端部の室内側面と内障子４の上端部の室外
側面との間に進入している。
【００２５】
［下枠６の構造］
　下枠６は、窓枠２の下辺を構成し、面内方向に配置されている。下枠６は、図２に示す
ように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配置された室外側下枠１８及び
室内側に配置された室内側下枠１９を、上下方向に互いに離隔した状態で配置された、合
成樹脂製で帯状の１対の断熱材８ｂ１、８ｂ２により、面外方向に連結することにより構
成されている。
【００２６】
　このために、面外方向に対向する室外側下枠１８の室内側面と室内側下枠１９の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝２０ａ、２０ｂを形成している。そし
て、断熱材８ｂ１、８ｂ２のそれぞれの幅方向（面外方向）両端部を、互いに整合する位
置に設けられた係止凹溝２０ａ、２０ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝２０
ａ、２０ｂの上下方向幅を縮めることで、室外側下枠１８と室内側下枠１９とを断熱材８
ｂ１、８ｂ２を介して連結している。室外側下枠１８、室内側下枠１９及び１対の断熱材
８ｂ１、８ｂ２は、下枠６の全長にわたり設けられている。
【００２７】
　室外側下枠１８は、断面略矩形状の室外下枠本体２１と、外障子３の下辺を案内するた
めの下部外レール２２ａを有する断面逆Ｙ字形の外レール部材２２とを、ねじ２３により
結合することで構成されている。具体的には、室外下枠本体２１の室外側部の上面に、外
レール部材２２をねじ２３により固定している。このため、室外下枠本体２１の室内側部
は、外レール部材２２よりも下方に位置している。これに対し、室内側下枠１９は、全体
が一体的に形成されており、断面略矩形状の室内下枠本体２４の上面の室内側部分に、内
障子４の下辺を案内するための下部内レール２５が一体的に設けられている。また、室内
側下枠１９の室内側端部には、室内下枠本体２４の上面の室内側端部に連続する状態で、
断面クランク形の室内側立壁２６が設けられている。断熱材８ｂ１、８ｂ２の幅方向両端
部を係止するための係止凹溝２０ａ、２０ｂは、室外下枠本体２１の室内側面及び室内下
枠本体２４の室外側面に、それぞれ形成されている。
【００２８】
　１対の断熱材８ｂ１、８ｂ２は、下枠６の面外方向中央部に位置しており、かつ、外障
子３及び内障子４の下方（面外方向に関して外障子３及び内障子４とそれぞれ整合する部
分）に配置されている。このため、本例では、室外側下枠１８の室内側端部よりも、外障
子３の下端部（下框４２）の室内側端部のほうが、室内側に位置している。また、室外下
枠本体２１の上面及び室内下枠本体２４の上面は、それぞれ略水平に配置されているが、
室外下枠本体２１の上面の方が、室内下枠本体２４の上面よりも下方に位置している。こ
のため、室外下枠本体２１の上面と室内下枠本体２４の上面とを面外方向に連続させるよ
うに設けられた、断熱材８ｂ１の上面は、室外側に向かうほど下方に向かう方向に傾斜し
ている。
【００２９】
　本例では、下部外レール２２ａと下部内レール２５との間部分に、断熱材８ｂ１を上方
から覆うように、下枠カバー２７を配置している。下枠カバー２７は、面内方向に関して
外障子３が閉鎖状態で位置する片側半部（図１の右側半部及び図３の左側半部）に配置さ
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れた第１下枠カバー２８と、面内方向に関して内障子４が閉鎖状態で位置する他側半部（
図１の左側半部及び図３の右側半部）に配置された第２下枠カバー２９とから構成されて
いる。
【００３０】
　第１下枠カバー２８は、室外側に配置された塩化ビニル（ＰＶＣ）製の第１室外側下枠
カバー片３０と、室内側に配置されたアルミニウム合金製の第１室内側下枠カバー片３１
とから構成されている。これに対し、第２下枠カバー２９は、室外側に配置されたアルミ
ニウム合金製の第２室外側下枠カバー片３２と、室内側に配置された塩化ビニル製の第２
室内側下枠カバー片３３とから構成されている。このように本例では、下枠６の面内方向
片側半部と他側半部とで、塩化ビニル製の下枠カバー片とアルミニウム合金製の下枠カバ
ー片との、面外方向に関する取付位置が反対になっている。なお、第１下枠カバー２８及
び第２下枠カバー２９は、それぞれ固定ブロック３４を介して、下枠６の上面に支持され
ている。
【００３１】
［竪枠７ａ、７ｂの構造］
　左右の竪枠７ａ、７ｂのうち、面内方向に関して片側（図１の右側及び図３の左側）に
配置された竪枠７ａは、それぞれがアルミニウム合金製である室外側に配置された第１室
外側竪枠３５及び室内側に配置された第１室内側竪枠３６を、面内方向に離隔する状態で
互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材８ｃ１、８ｃ２により、面外
方向に連結することにより構成されている。
【００３２】
　このために、面外方向に対向する第１室外側竪枠３５の室内側面と第１室内側竪枠３６
の室外側面とに、それぞれ面内方向に間隔をあけて係止凹溝３７ａ、３７ｂを形成してい
る。そして、断熱材８ｃ１、８ｃ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に
設けられた係止凹溝３７ａ、３７ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝３７ａ、
３７ｂの面内方向幅を縮めることで、第１室外側竪枠３５と第１室内側竪枠３６とを断熱
材８ｃ１、８ｃ２を介して連結している。本例の場合には、このような状態で、断熱材８
ｃ１、８ｃ２が、外障子３の側方（面外方向に関して外障子３と整合する室外寄り部分）
に配置されている。
【００３３】
　左右の竪枠７ａ、７ｂのうち、面内方向に関して他側（図１の左側及び図３の右側）に
配置された竪枠７ｂは、それぞれがアルミニウム合金製である室外側に配置された第２室
外側竪枠３８及び室内側に配置された第２室内側竪枠３９を、面内方向に離隔する状態で
互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材８ｄ１、８ｄ２により、面外
方向に連結することにより構成されている。
【００３４】
　このために、面外方向に対向する第２室外側竪枠３８の室内側面と第２室内側竪枠３９
の室外側面とに、それぞれ面内方向に間隔をあけて係止凹溝４０ａ、４０ｂを形成してい
る。そして、断熱材８ｄ１、８ｄ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に
設けられた係止凹溝４０ａ、４０ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝４０ａ、
４０ｂの面内方向幅を縮めることで、第２室外側竪枠３８と第２室内側竪枠３９とを断熱
材８ｄ１、８ｄ２を介して連結している。本例の場合には、このような状態で、断熱材８
ｄ１、８ｄ２が、内障子４の側方（面外方向に関して内障子４と整合する室内寄り部分）
に配置されている。
【００３５】
　上述のような各枠材を連結することで構成される本例の窓枠２には、四方に配置された
断熱材８ａ１（８ａ２）、８ｂ１（８ｂ２）、８ｃ１（８ｃ２）、８ｄ１（８ｄ２）によ
り構成される枠側断熱ライン９が形成されている。このような窓枠２の内側に、面内方向
に移動可能に建て込まれる外障子３及び内障子４の構造について、以下、それぞれ具体的
に説明する。
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【００３６】
［外障子３の全体構造］
　外障子３は、上辺を構成する上框４１と、下辺を構成する下框４２と、それぞれが左右
の縦辺を構成する縦框である召し合わせ框４３及び戸先框４４とにより、矩形板状のガラ
スパネル４５の四辺を囲むことにより構成されている。また、ガラスパネル４５の三方を
取り囲むように、外障子３を構成する各框４１～４４により構成される框枠体４６に、複
数の断熱材４７ａ１（４７ａ２）～４７ｃ１（４７ｃ２）により構成された框側断熱ライ
ン４８ａを設けている。そして、このために、框枠体４６を構成する上框４１、下框４２
及び戸先框４４のそれぞれを、アルミニウム合金製の室外側フレーム（室外側框材）及び
室内側フレーム（室内側框材）を、合成樹脂製の断熱材によって面外方向に連結した連結
構造としている。また、断熱性能の向上を図るべく、框側断熱ライン４８ａの面外方向に
関する形成位置を、窓枠２に設けられた枠側断熱ライン９と重畳させている。具体的には
、外障子３の面外方向室内側に框側断熱ライン４８ａを形成している。なお、このため、
戸車４９は面外方向室外側に設けられている。
　なお、框枠体４６を構成する各框４１～４４に関しても、アルミニウム合金として、例
えば、Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５材（ＪＩＳ Ｈ ４１００）を使用することができ、断熱材を構
成する合成樹脂としては、ポリアミド６（ナイロン６）や、これにガラス繊維を含有した
ものなどを利用できる。また、図示の例では、ガラスパネル４５として、複層（３層）ガ
ラスを使用した例を示しているが、２層ガラスや断熱性能を有する単層ガラスを使用する
こともできる。
【００３７】
［外障子３を構成する上框４１の構造］
　上框４１は、図２に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配置
された室外側上框５０及び室内側に配置された室内側上框５１を、上下方向に離隔する状
態で互いに平行に配置された合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ａ１、４７ａ２により
、面外方向に連結することにより構成されている。
【００３８】
　このために、面外方向に対向する室外側上框５０の室内側面と室内側上框５１の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝５２ａ、５２ｂを形成している。そし
て、断熱材４７ａ１、４７ａ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に設け
られた係止凹溝５２ａ、５２ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝５２ａ、５２
ｂの上下方向幅を縮めることで、室外側上框５０と室内側上框５１とを断熱材４７ａ１、
４７ａ２を介して連結している。本例では、このような状態で、上框４１の下端部に、ガ
ラスパネル４５の上辺が挿入されるガラス溝５３ａが設けられている。また、断熱材４７
ａ１、４７ａ２は、ガラスパネル４５の上方（面外方向に関してガラスパネル４５と整合
する部分）に配置されており、下方に配置された断熱材４７ａ１は、ガラス溝５３ａの底
部の一部（室内側半部）を構成している。また、室外側上框５０の上端部には、上面に開
口する状態で、上部外レール１３と係合可能な上部外案内溝５４が設けられている。
【００３９】
［外障子３を構成する下框４２の構造］
　下框４２は、図２に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配置
された室外側下框５５及び室内側に配置された室内側下框５６を、上下方向に離隔する状
態で互いに平行に配置された合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ｂ１、４７ｂ２により
、面外方向に連結することにより構成されている。
【００４０】
　このために、面外方向に対向する室外側下框５５の室内側面と室内側下框５６の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝５７ａ、５７ｂを形成している。そし
て、断熱材４７ｂ１、４７ｂ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に設け
られた係止凹溝５７ａ、５７ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝５７ａ、５７
ｂの上下方向幅を縮めることで、室外側下框５５と室内側下框５６とを断熱材４７ｂ１、
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４７ｂ２を介して連結している。本例では、このような状態で、下框４２の上端部に、ガ
ラスパネル４５の下辺が挿入されるガラス溝５３ｂが設けられている。また、断熱材４７
ｂ１、４７ｂ２は、ガラスパネル４５の下方（面外方向に関してガラスパネル４５と整合
する部分）に配置されており、上方に配置された断熱材４７ｂ１は、ガラス溝５３ｂの底
部の一部（室内側半部）を構成している。また、室外側下框５５には、下部外レール２２
ａと係合可能な戸車４９が設けられている。
【００４１】
［外障子３を構成する召し合わせ框４３の構造］
　召し合わせ框４３は、図３に示すように、全体がアルミニウム合金製で、外障子３を構
成するその他の框枠材４１、４２、４４のように、断熱材を備えていない。召し合わせ框
４３の面内方向に関する片側端部には、ガラスパネル４５の側辺を挿入するためのガラス
溝５３ｃが設けられている。
【００４２】
［外障子３を構成する戸先框４４の構造］
　戸先框４４は、図３に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配
置された中空部を有するホロー形材より成る室外側戸先框５８、及び、室内側に配置され
た中空部を有しないソリッド形材より成る室内側戸先框５９を、面内方向に離隔する状態
で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ｃ１、４７ｃ２により
、面外方向に連結することにより構成されている。
【００４３】
　このために、面外方向に対向する室外側戸先框５８の室内側面と室内側戸先框５９の室
外側面とに、それぞれ面内方向に間隔をあけて係止凹溝６０ａ、６０ｂを形成している。
そして、断熱材４７ｃ１、４７ｃ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に
設けられた係止凹溝６０ａ、６０ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝６０ａ、
６０ｂの面内方向幅を縮めることで、室外側戸先框５８と室内側戸先框５９とを断熱材４
７ｃ１、４７ｃ２を介して連結している。本例では、このような状態で、戸先框４４の面
内方向に関する他側端部に、ガラスパネル４５の側辺が挿入されるガラス溝５３ｄが設け
られている。また、断熱材４７ｃ１、４７ｃ２は、ガラスパネル４５の側方（面外方向に
関してガラスパネル４５と整合する部分）に配置されており、面内方向に関して他側に配
置された断熱材４７ｃ１は、ガラス溝５３ｄの底部の一部を構成している。
【００４４】
［内障子４の全体構造］
　内障子４は、上辺を構成する上框６１と、下辺を構成する下框６２と、それぞれが左右
の縦辺を構成する縦框である召し合わせ框６３及び戸先框６４とにより、矩形板状のガラ
スパネル６５の四辺を囲むことにより構成されている。また、本例では、ガラスパネル６
５の周囲を取り囲むように、内障子４を構成する各框６１～６４により構成される框枠体
６６に、複数の断熱材４７ｄ１（４７ｄ２）～４７ｇ１（４７ｇ２）により構成された框
側断熱ライン４８ｂを設けている。そして、このために、框枠体６６を構成する上框６１
、下框６２、召し合わせ框６３及び戸先框６４のそれぞれを、アルミニウム合金製の室外
側フレーム（室外側框材）及び室内側フレーム（室内側框材）を、合成樹脂製の断熱材に
よって面外方向に連結した連結構造としている。また、断熱性能の向上を図るべく、框側
断熱ライン４８ｂの面外方向に関する形成位置を、窓枠２に設けられた枠側断熱ライン９
と重畳させている。具体的には、内障子４の面外方向室外側に框側断熱ライン４８ｂを形
成している。なお、このため、戸車４９は面外方向室内側に設けられている。
　なお、框枠体６６を構成する各框６１～６４に関しても、アルミニウム合金として、例
えば、Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５材（ＪＩＳ Ｈ ４１００）を使用することができ、断熱材を構
成する合成樹脂としては、ポリアミド６（ナイロン６）や、これにガラス繊維を含有した
ものなどを利用できる。また、図示の例では、ガラスパネル６５として、複層（３層）ガ
ラスを使用した例を示しているが、２層ガラスや断熱性能を有する単層ガラスを使用する
こともできる。
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【００４５】
［内障子４を構成する上框６１の構造］
　上框６１は、図２に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配置
された室外側上框６７及び室内側に配置された室内側上框６８を、上下方向に離隔する状
態で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ｄ１、４７ｄ２によ
り、面外方向に連結することにより構成されている。
【００４６】
　このために、面外方向に対向する室外側上框６７の室内側面と室内側上框６８の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝６９ａ、６９ｂを形成している。そし
て、断熱材４７ｄ１、４７ｄ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に設け
られた係止凹溝６９ａ、６９ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝６９ａ、６９
ｂの上下方向幅を縮めることで、室外側上框６７と室内側上框６８とを断熱材４７ｄ１、
４７ｄ２を介して連結している。本例では、このような状態で、上框６１の下端部に、ガ
ラスパネル６５の上辺が挿入されるガラス溝７０ａが設けられている。また、断熱材４７
ｄ１、４７ｄ２は、ガラスパネル６５の上方（面外方向に関してガラスパネル６５と整合
する部分）に配置されており、下方に配置された断熱材４７ｄ１は、ガラス溝７０ａの底
部の一部（室外側半部）を構成している。また、室内側上框６８の上端部には、上面に開
口する状態で、上部内レール１４と係合可能な上部内案内溝７１が設けられている。
【００４７】
［内障子４を構成する下框６２の構造］
　下框６２は、図２に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外側に配置
された室外側下框７２及び室内側に配置された室内側下框７３を、上下方向に離隔する状
態で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ｅ１、４７ｅ２によ
り、面外方向に連結することにより構成されている。
【００４８】
　このために、面外方向に対向する室外側下框７２の室内側面と室内側下框７３の室外側
面とに、それぞれ上下方向に間隔をあけて係止凹溝７４ａ、７４ｂを形成している。そし
て、断熱材４７ｅ１、４７ｅ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に設け
られた係止凹溝７４ａ、７４ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝７４ａ、７４
ｂの上下方向幅を縮めることで、室外側下框７２と室内側下框７３とを断熱材４７ｅ１、
４７ｅ２を介して連結している。本例では、このような状態で、下框６２の上端部に、ガ
ラスパネル６５の下辺が挿入されるガラス溝７０ｂが設けられている。また、断熱材４７
ｅ１、４７ｅ２は、ガラスパネル６５の下方（面外方向に関してガラスパネル６５と整合
する部分）に配置されており、上方に配置された断熱材４７ｅ１は、ガラス溝７０ｂの底
部の一部（室外側半部）を構成している。また、室内側下框７３には、下部内レール２５
と係合可能な戸車４９が設けられている。
【００４９】
［内障子４を構成する召し合わせ框６３の構造］
　召し合わせ框６３は、図３に示すように、それぞれがアルミニウム合金製である、室外
側に配置された室外側召し合わせ框７５及び室内側に配置された室内側召し合わせ框７６
を、面内方向に離隔する状態で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱
材４７ｆ１、４７ｆ２により、面外方向に連結することにより構成されている。
【００５０】
　このために、面外方向に対向する室外側召し合わせ框７５の室内側面と室内側召し合わ
せ框７６の室外側面とに、それぞれ面内方向に間隔をあけて係止凹溝７７ａ、７７ｂを形
成している。そして、断熱材４７ｆ１、４７ｆ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整
合する位置に設けられた係止凹溝７７ａ、７７ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止
凹溝７７ａ、７７ｂの面内方向幅を縮めることで、室外側召し合わせ框７５と室内側召し
合わせ框７６とを断熱材４７ｆ１、４７ｆ２を介して連結している。本例では、このよう
な状態で、召し合わせ框６３の面内方向に関する他側端部に、ガラスパネル６５の側辺が
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挿入されるガラス溝７０ｃが設けられている。また、断熱材４７ｆ１、４７ｆ２は、ガラ
スパネル６５の側方（面外方向に関してガラスパネル６５と整合する部分）に配置されて
おり、面内方向に関して他側に配置された断熱材４７ｆ１は、ガラス溝７０ｃの底部の一
部を構成している。
【００５１】
［内障子４を構成する戸先框６４の構造］
　戸先框６４は、図３及び図４に示したように、それぞれがアルミニウム合金製である、
室外側に配置された中空部を有しないソリッド形材より成る室外側戸先框７８、及び、室
内側に配置された中空部を有するホロー形材より成る室内側戸先框７９を、面内方向に離
隔する状態で互いに平行に配置された、合成樹脂製で帯状の１対の断熱材４７ｇ１、４７
ｇ２により、面外方向に連結することにより構成されている。
【００５２】
　このために、面外方向に対向する室外側戸先框７８の室内側面と室内側戸先框７９の室
外側面とに、それぞれ面内方向に間隔をあけて係止凹溝８０ａ、８０ｂを形成している。
そして、断熱材４７ｇ１、４７ｇ２のそれぞれの幅方向両端部を、互いに整合する位置に
設けられた係止凹溝８０ａ、８０ｂ同士の間に挿入した状態で、これら係止凹溝８０ａ、
８０ｂの面内方向幅を縮めることで、室外側戸先框７８と室内側戸先框７９とを断熱材４
７ｇ１、４７ｇ２を介して連結している。本例では、このような状態で、戸先框６４の面
内方向に関する片側端部に、ガラスパネル６５の側辺が挿入されるガラス溝７０ｄが設け
られている。また、断熱材４７ｇ１、４７ｇ２は、ガラスパネル６５の側方（面外方向に
関してガラスパネル６５と整合する部分）に配置されており、面内方向に関して片側に配
置された断熱材４７ｇ１は、ガラス溝７０ｄの底部の一部を構成している。
【００５３】
　上述したように、内障子４を構成する戸先框６４では、室外側に配置された室外側戸先
框７８が中空部を有しないソリッド形材であり、中空部を有するホロー形材に比べて強度
が弱いため、そのままでは、室外側戸先框７８が、日射の影響により長手方向に伸長し、
反りが発生する可能性がある。そこで、本例では、室外側戸先框７８の室外側面を覆うよ
うに、戸先框用遮光部材８１を室外側戸先框７８に取り付けている。戸先框用遮光部材８
１は、ソリッド形材より成る室外側戸先框７８に日射が直接当たらないようにするための
もので、アルミニウム合金の押出型材製である。
【００５４】
　戸先框用遮光部材８１は、中空部を有するホロー形材であり、断面略矩形筒状に構成さ
れた本体部８２と、１対の取付板部８３ａ、８３ｂとを備えている。本体部８２は、面外
方向に関して互いに平行に配置された裏板部８４及び正面板部８５と、これら裏板部８４
及び正面板部８５の面内方向端部同士を連結する１対の側板部８６ａ、８６ｂとを備えて
いる。１対の側板部８６ａ、８６ｂのうち、裏板部８４及び正面板部８５の面内方向片側
端部同士を連結し、かつ、戸先框用遮光部材８１の面内方向片側（内障子４の中央側）に
位置する一方の側板部８６ａは、面外方向に関して室内側（裏板部８４側）に向かうほど
、面内方向片側（内障子４の中央側）に向かう方向に傾斜している。このため、本例では
、一方の側板部８６ａの幅方向片側面が傾斜面となっている。そして、このような傾斜面
を設けることで、戸先框用遮光部材８１を設けたことに起因して、ガラスパネル６５を通
じた視認範囲（視野角）が狭くならないようにしている。また、一方の側板部８６ａの室
内側端部は、裏板部８４の面内方向片側端部よりも室内側に突出しており、裏板部８４と
室外側戸先框７８との間の開口部を塞いでいる。これに対し、裏板部８４及び正面板部８
５の面内方向他側端部同士を連結する他方の側板部８６ｂは、裏板部８４及び正面板部８
５に対してそれぞれ直角に配置されている。また、他方の側板部８６ｂの室内側端部は、
裏板部８４の面内方向他側端部に連結されている。
【００５５】
　裏板部８４は、平板状に構成されている。これに対し、正面板部８５は、断面クランク
形状に構成されており、面内方向中間部には、室内側に向けて凹んだ矩形凹溝状の引手部
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８７が、上下方向に全長にわたり設けられている。引手部８７は、内障子４を室外側から
面内方向に移動させる際に、手指を掛けるために用いるものである。
【００５６】
　１対の取付板部８３ａ、８３ｂは、裏板部８４の室内側面から室内側に突出するように
設けられており、面内方向に互いに離隔するとともに平行に配置されている。また、１対
の取付板部８３ａ、８３ｂは、裏板部８４に対して直角に配置されている。１対の取付板
部８３ａ、８３ｂのうち、面内方向片側に配置された取付板部８３ａは、断面略Ｌ字形に
構成されており、先端部に面内方向片側に向けて直角に折れ曲がった係止部８８ａが設け
られている。これに対し、面内方向他側に配置された取付板部８３ｂは、平板状に構成さ
れている。また、面内方向片側に配置された取付板部８３ａの方が、面内方向他側に配置
された取付板部８３ｂよりも、室内側への突出量が大きくなっている。
【００５７】
　本例では、上述のような構成を有する戸先框用遮光部材８１を、取付板部８３ａと同大
かつ同形状のアタッチメント８９を利用して、室外側戸先框７８に取り付ける。このため
に、図６の（Ａ）に示すように、アタッチメント８９を、戸先框用遮光部材８１を構成す
る取付板部８３ｂに対し、裏板９０とねじ９１を用いて固定する。具体的には、取付板部
８３ａの面内方向片側に裏板９０を配置し、かつ、取付板部８３ａの面内方向他側にアタ
ッチメント８９を配置する。この際、アタッチメント８９の先端部（室内側端部）に設け
られた係止部８８ｂは、取付板部８３ａの先端部に設けられた係止部８８ａとは、面内方
向に関して反対側に向けておく。そして、アタッチメント８９及び取付板部８３ａを幅方
向に挿通したねじ９１を、裏板９０の雌ねじ孔９０ａに対して螺合する。なお、アタッチ
メント８９として、取付板部８３ａよりも長さ寸法が短いピース材を複数使用することも
できる。
【００５８】
　次いで、アタッチメント８９が取り付けられた戸先框用遮光部材８１を、室外側戸先框
７８の室外側面に対して取り付ける。具体的には、取付板部８３ａ及びアタッチメント８
９の先端部に設けられた１対の係止部８８ａ、８８ｂを、室外側戸先框７８の室外側面に
形成された、奥部に比べて開口部の面内方向幅の狭いあり溝状の係止凹溝９２に係止する
。係止方法は特に問わないが、たとえば、図６の（Ｂ）に示すように、戸先框６４の長手
方向（上下方向）端部の係止凹溝９２の開口部から、１対の係止部８８ａ、８８ｂを係止
凹溝９２の内側にスライドさせるように挿入（嵌合）して取り付けることができる。ある
いは、図６の（Ｃ）に示すように、アタッチメント８９の先端部に設けた係止部８８ｂを
、係止凹溝９２（の面内方向他側の凹溝）に係止した状態で、戸先框用遮光部材８１を戸
先框６４に対して回動させた後、取付板部８３ａを面内方向に関してアタッチメント８９
側に弾性変形させつつ、取付板部８３ａの先端部に設けた係止部８８ａを係止凹溝９２（
の面内方向片側の凹溝）に係止することができる。いずれにしても、戸先框用遮光部材８
１を室外側戸先框７８に取り付けた状態で、戸先框用遮光部材８１は、室外側戸先框７８
の室外側面を全面にわたり覆っている。このため、室外側戸先框７８が、外部に露出する
ことはない。また、戸先框用遮光部材８１は、室外側戸先框７８に対して面内方向及び面
外方向に相対移動することはないため、戸先框用遮光部材８１に設けられた引手部８７を
利用して、内障子４の開閉動作を行うことが可能になる。
【００５９】
　以上のような構成を有する本例の窓装置１によれば、内障子４と外障子３との間で、そ
れぞれの框側断熱ライン４８ａ、４８ｂの面外方向に関する位置を互いに近づけた構造で
ありながら、内障子４を構成する戸先框６４に、日射に起因した反りが発生することを防
止できる。
　すなわち、本例では、内障子４の框側断熱ライン４８ｂと外障子３の框側断熱ライン４
８ｂとの面外方向に関する位置を近づけるために、内障子４を構成する戸先框６４を、室
内側に配置された中空部を有するホロー形材より成る室内側戸先框７９と、室外側に配置
された中空部を有しないソリッド形材より成る室外側戸先框７８とを、断熱材４７ｇ１、
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４７ｇ２により面外方向に連結する構造を採用しているが、日射によって長手方向に伸長
し易いソリッド形材より成る室外側戸先框７８を、戸先框用遮光部材８１により全長にわ
たり覆っている。このため、室外側戸先框７８に日射が当たることを防止できるので、室
外側戸先框７８が長手方向に伸長することを有効に防止できる。また、断面矩形筒状の本
体部８２を有する戸先框用遮光部材８１を室外側戸先框７８に取り付けているため、室外
側戸先框７８の強度を向上させることもできる。従って、室外側戸先框７８に反りが発生
することを有効に防止でき、内障子４の開閉動作がスムーズに行えなくなることを防止で
きる。
【００６０】
　さらに本例では、窓枠２のうち、外障子３が閉鎖状態で位置する面内方向片側部分と、
内障子４が位置する面内方向他側部分とで、共通の枠側断熱ライン９を形成しているが、
面内方向片側に位置する竪枠７ａの断熱材８ｃ１（８ｃ２）と、面内方向他側に位置する
竪枠７ｂの断熱材８ｄ１（８ｄ２）との、面外方向位置をずらしている。具体的には、面
内方向片側に位置する竪枠７ａの断熱材８ｃ１（８ｃ２）は、外障子３と対向する位置に
設けているのに対し、面内方向他側に位置する竪枠７ｂの断熱材８ｄ１（８ｄ２）は、内
障子４と対向する位置に設けている。加えて、上枠５及び下枠６を構成する断熱材８ａ１
（８ａ２）、８ｂ１（８ｂ２）は、竪枠７ａの断熱材８ｃ１（８ｃ２）及び竪枠７ｂの断
熱材８ｄ１（８ｄ２）に対してそれぞれ面外方向に整合するように、面外方向中央部に設
けている。従って、本例では、枠側断熱ライン９よりも室外側に存在する各枠材（室外側
上枠１０、室外側下枠１８、第１室外側竪枠３５、第２室外側竪枠３８）の温度が外気の
温度に近づいた（例えば冷やされた）場合にも、枠側断熱ライン９よりも室内側に存在す
る各枠材（室内側上枠１１、室内側下枠１９、第１室内側竪枠３６、第２室内側竪枠３９
）の温度が、外気の温度に応じて変化することを有効に防止できる。このため、例えば、
面外方向に関して外障子と整合する部分にのみ断熱ラインを形成した場合のように、内障
子全体が断熱ラインよりも室内側に位置することに起因して、窓枠のうちで内障子を支持
した各枠材の室内側部分（室内側フレーム）の温度が、外気の温度に応じて変化し易くな
ることを防止できる。
【００６１】
［実施の形態の第２例］
　実施の形態の第２例について、図７～図９を用いて説明する。
　本例では、下方に腰壁などが設けられ、外部への出入りを想定しない窓タイプの引き違
い式の窓装置１ａに、本発明を適用した場合を説明する。本例では、戸先框用遮光部材８
１ａを、内障子４を構成する戸先框６４に対して直接取り付けずに、窓枠２ａのうちで、
内障子４を閉鎖位置に移動させた際に、内障子４を構成する戸先框６４が突き当てられる
側の竪枠７ｂに取り付けている。
【００６２】
　戸先框用遮光部材８１ａは、内障子４を閉鎖位置に移動させた際に、戸先框６４を構成
する室外側戸先框７８を室外側から覆うように、竪枠７ｂに対し取り付けられている。具
体的には、戸先框用遮光部材８１ａを、竪枠７ｂを構成する第２室外側竪枠３８に取り付
けている。
【００６３】
　戸先框用遮光部材８１ａは、アルミニウム合金の押出型材製で、平板状の遮光板本体９
３と、１対の脚部９４ａ、９４ｂとを備えている。遮光板本体９３は、面外方向に関して
室内側に向かうほど、面内方向片側（図７及び図８の左側、内障子４の中央側）に向かう
方向に傾斜して配置されている。また、このように配置された遮光板本体９３の面内方向
他側面（図７及び図８の右側面、竪枠７ｂ側を向いた面）から面内方向他側に突出するよ
うに、１対の脚部９４ａ、９４ｂが設けられている。具体的には、遮光板本体９３の室外
側端部から脚部９４ａが突出しており、遮光板本体９３の面外方向中間部から脚部９４ｂ
が突出している。このため、遮光板本体９３は、戸先框用遮光部材８１ａのうちの面内方
向片側（内障子４の中央側）に位置している。従って、本例でも、遮光板本体９３の面内
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方向片側面が傾斜面となっているので、戸先框用遮光部材８１ａを設けたことに起因して
、ガラスパネル６５を通じた視認範囲（視野角）が狭くならないようにしている。１対の
脚部９４ａ、９４ｂは、面外方向に互いに離隔するとともに平行に配置されている。また
、１対の脚部９４ａ、９４ｂのそれぞれの先端部には、面外方向に関して室内側に直角に
折れ曲がった突き当て部９５ａ、９５ｂが設けられている。１対の突き当て部９５ａ、９
５ｂの面内方向他側面は、同一の仮想平面上に存在している。
【００６４】
　本例では、上述のような構成を有する戸先框用遮光部材８１ａを、断面Ｌ字形の固定ブ
ラケット９６を利用して、竪枠７ｂの面内方向片側面（内側面）に取り付ける。具体的に
は、固定ブラケット９６を構成する互いに直角に配置された１対の取付板部９７ａ、９７
ｂのうち、一方の取付板部９７ａを、竪枠７ｂ（第２室外側竪枠３８）の面内方向片側面
に対して当接させ、この取付板部９７ａに形成された通孔９８を挿通したねじ９９を、竪
枠７ｂ（または図示しない裏板等）に対して螺合する。これにより、竪枠７ｂの面内方向
片側面の室外寄り部分に、固定ブラケット９６を固定する。たとえば、固定ブラケット９
６は、竪枠７ｂの上端部、下端部、及び、上下方向中間部の３個所にそれぞれ固定するこ
とができる。その後、戸先框用遮光部材８１ａを、面内方向片側から竪枠７ｂに近づけて
、面外方向に関して１対の脚部９４ａ、９４ｂ同士の間に固定ブラケット９６を配置する
。この際、１対の脚部９４ａ、９４ｂの先端部に設けられた突き当て部９５ａ、９５ｂを
、竪枠７ｂの面内方向片側面に突き当てる。また、固定ブラケット９６を構成する他方の
取付板部９７ｂを、脚部９４ｂの室外側面に当接させる。そして、脚部９４ｂを室内側か
ら面外方向に挿通したねじ１００を、取付板部９７ｂに形成された雌ねじ孔１０１に螺合
する。これにより、戸先框用遮光部材８１ａを、固定ブラケット９６を介して、竪枠７ｂ
の面内方向片側面に取り付ける。そして、このような取付状態で、戸先框用遮光部材８１
ａは、内障子４を閉鎖位置に移動させた際に、室外側戸先框７８の室外側面の全面を室外
側から覆う。
【００６５】
　以上のような構成を有する本例の場合にも、内障子４と外障子３との間で、それぞれの
框側断熱ライン４８ａ、４８ｂの面外方向に関する位置を互いに近づけた構造でありなが
ら、内障子４を構成する戸先框６４に、日射に起因した反りが発生することを防止できる
。また本例の構造は、戸先框用遮光部材８１ａを、窓枠２ａを構成する竪枠７ｂに取り付
けるだけで良いので、既存の窓装置に戸先框用遮光部材８１ａを取り付けることもできる
。
　その他の構成及び作用効果については、実施の形態の第１例と同じである。
【００６６】
　本発明は、実施の形態の各例で説明したような、窓枠内に外障子及び内障子がともに面
内方向に移動可能に建て込まれる構造（引き違い窓）が対象になるだけでなく、内障子の
みが移動可能に建て込まれる構造（内動片引き窓）、及び、外障子のみが移動可能に建て
込まれる構造（外動片引き窓）等に関しても対象になる。また、障子は、内障子に限定さ
れるものではなく、外障子や、窓枠内に建て込まれるその他の種類の障子に適用すること
ができる。
【符号の説明】
【００６７】
　　１、１ａ　窓装置
　　２、２ａ　窓枠
　　３　　外障子
　　４　　内障子
　　５　　上枠
　　６　　下枠
　　７ａ、７ｂ　竪枠
　　８ａ１、８ａ２～８ｄ１、８ｄ２　断熱材
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　　９　　枠側断熱ライン
　１０　　室外側上枠
　　１０ａ　　係合溝
　１１　　室内側上枠
　１２ａ、１２ｂ　係止凹溝
　１３　　上部外レール
　１４　　上部内レール
　１５　　発泡ポリエチレン
　１６　　上枠カバー
　１７　　ねじ
　１８　　室外側下枠
　１９　　室内側下枠
　２０ａ、２０ｂ　係止凹溝
　２１　　室外下枠本体
　２２　　外レール部材
　　２２ａ　下部外レール
　２３　　ねじ
　２４　　室内下枠本体
　２５　　下部内レール
　　２５ａ　張出板部
　２６　　室内側立壁
　２７　　下枠カバー
　２８　　第１下枠カバー
　２９　　第２下枠カバー
　３０　　第１室外側下枠カバー片
　３１　　第１室内側下枠カバー片
　３２　　第２室外側下枠カバー片
　３３　　第２室内側下枠カバー片
　３４　　固定ブロック
　３５　　第１室外側竪枠
　３６　　第１室内側竪枠
　３７ａ、３７ｂ　係止凹溝
　３８　　第２室外側竪枠
　３９　　第２室内側竪枠
　４０ａ、４０ｂ　係止凹溝
　４１　　上框
　４２　　下框
　４３　　召し合わせ框
　４４　　戸先框
　４５　　ガラスパネル
　４６　　框枠体
　４７ａ１、４７ａ２～４７ｇ１、４７ｇ２　断熱材
　４８ａ、４８ｂ　框側断熱ライン
　４９　　戸車
　５０　　室外側上框
　５１　　室内側上框
　５２ａ、５２ｂ　係止凹溝
　５３ａ～５３ｄ　ガラス溝
　５４　　上部外案内溝
　５５　　室外側下框
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　５６　　室内側下框
　５７ａ、５７ｂ　係止凹溝
　５８　　室外側戸先框
　５９　　室内側戸先框
　６０ａ、６０ｂ　係止凹溝
　６１　　上框
　６２　　下框
　６３　　召し合わせ框
　６４　　戸先框
　６５　　ガラスパネル
　６６　　框枠体
　６７　　室外側上框
　６８　　室内側上框
　６９ａ、６９ｂ　係止凹溝
　７０ａ～７０ｄ　ガラス溝
　７１　　上部内案内溝
　７２　　室外側下框
　７３　　室内側下框
　７４ａ、７４ｂ　係止凹溝
　７５　　室外側召し合わせ框
　７６　　室内側召し合わせ框
　７７ａ、７７ｂ　係止凹溝
　７８　　室外側戸先框
　７９　　室内側戸先框
　８０ａ、８０ｂ　係止凹溝
　８１、８１ａ　戸先框用遮光部材
　８２　　本体部
　８３ａ、８３ｂ　取付板部
　８４　　裏板部
　８５　　正面板部
　８６ａ、８６ｂ　側板部
　８７　　引手部
　８８ａ、８８ｂ　係止部
　８９　　アタッチメント
　９０　　裏板
　　９０ａ　雌ねじ孔
　９１　　ねじ
　９２　　係止凹溝
　９３　　遮光板本体
　９４ａ、９４ｂ　脚部
　９５ａ、９５ｂ　突き当て部
　９６　　固定ブラケット
　９７ａ、９７ｂ　取付板部
　９８　　通孔
　９９　　ねじ
　１００　ねじ
　１０１　雌ねじ孔
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